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安
政
東
海
地
震
と
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
町
田
明
広
は
じ
め
に
江
戸
時
代
に
死
者
一
千
人
を
超
え
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
以
上
の
大
地
震
は
、
三
陸
沖
で
一
回
、
関
東
で
一
回
、
そ
し
て
飛
び
抜
け
て
多
い
の
が
、
四
度
の
東
海
・
南
海
地
震
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
慶
長
地
震
（
一
六
〇
五
年
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
）
、
慶
長
三
陸
地
震
（
一
六
一
一
年
、
三
陸
沖
）、
元
禄
地
震
（
一
七
〇
三
年
、
関
東
）、
宝
永
地
震
（
一
七
〇
七
年
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
）
、
安
政
東
海
地
震
（
一
八
五
四
年
、
東
海
・
東
南
海
）
、
安
政
南
海
地
震
（
一
八
五
四
年
、
南
海
）
で
あ
っ
た
（
東
海
は
静
岡
沖
、
東
南
海
は
紀
伊
半
島
沖
、
南
海
は
四
国
沖
）
。
な
お
、
安
政
江
戸
地
震
（
一
八
五
五
年
、
関
東
）
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
で
あ
る
が
、
首
都
直
下
型
で
あ
り
、
死
者
は
一
万
人
を
超
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
十
九
世
紀
前
半
以
降
、
日
本
は
「
ウ
エ
ス
タ
ン
イ
ン
パ
ク
ト
」
の
衝
撃
を
受
け
て
い
た
。
当
時
の
政
治
状
況
は
、
欧
米
列
強
の
侵
出
に
対
す
る
危
機
感
に
覆
わ
れ
て
い
た
。
一
方
、
国
内
問
題
も
山
積
し
て
お
り
、
大
飢
饉
や
一
揆
の
頻
発
と
い
っ
た
社
会
不
安
、
そ
れ
に
対
す
る
幕
府
の
武
威
の
失
墜
や
政
策
の
拙
さ
が
顕
然
化
し
て
お
り
、
幕
府
の
思
惑
を
超
え
て
、
朝
廷
の
権
威
が
期
せ
ず
し
て
浮
上
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
ペ
リ
ー
が
来
航
し
て
幕
末
の
動
乱
が
、
ま
さ
に
始
ま
っ
た
矢
先
に
勃
発
し
た
大
災
害
こ
そ
、
安
政
東
海
地
震
で
あ
っ
た
。
安
政
東
海
地
震
と
は
江
戸
時
代
後
期
の
嘉
永
七
年
十
一
月
四
日
（
一
八
五
四
年
十
二
月
二
十
三
日
）
午
前
九
時
こ
ろ
発
生
し
、
震
央
の
位
置
は
御
前
崎
沖
の
東
経
一
三
七
・
八
度
、
北
緯
三
四
・
一
度
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
震
源
域
は
遠
州
灘
か
ら
駿
河
湾
に
か
け
て
の
海
底
、
つ
ま
り
南
海
ト
ラ
フ
か
ら
駿
河
ト
ラ
フ
に
ま
た
が
る
、
長
さ
約
二
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
海
底
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
下
に
沈
み
込
む
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
起
き
た
海
溝
型
地
震
で
、
地
震
の
規
模
安政東海地震とプチャーチン
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《
二
〇
一
三
年
十
一
月
一
日
開
催
講
演
会
「
第
２
回
災
害
と
日
本
」
要
旨
》
安
政
東
海
地
震
と
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
デ
ィ
ア
ナ
号
の
遭
難
と
日
露
友
好
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
四
、
駿
河
湾
西
側
お
よ
び
甲
府
盆
地
で
は
軒
並
み
震
度
七
と
推
定
さ
れ
る
。
有
感
範
囲
は
岩
手
か
ら
九
州
の
東
半
部
ま
で
の
広
い
範
囲
に
及
ん
で
お
り
、
静
岡
、
愛
知
、
山
梨
、
長
野
、
岐
阜
、
三
重
と
い
っ
た
県
の
大
部
分
、
滋
賀
県
の
東
半
部
、
福
井
県
の
南
西
部
で
家
屋
倒
壊
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
小
の
被
害
を
被
っ
た
地
域
の
面
積
は
約
三
六
〇
〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
日
本
の
国
土
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
弱
に
相
当
す
る
、
稀
に
見
る
大
地
震
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
震
に
よ
る
最
大
の
被
害
地
は
静
岡
県
下
の
東
海
道
沿
い
の
地
域
で
あ
り
、
当
時
の
宿
駅
の
ほ
と
ん
ど
が
大
被
害
を
被
っ
た
。
ま
た
、
三
重
県
の
津
、
松
阪
付
近
、
山
梨
県
の
甲
府
付
近
、
長
野
県
の
松
本
付
近
で
は
、
局
部
的
に
震
動
が
激
し
く
、
周
辺
の
地
域
に
比
べ
て
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
。
地
震
に
伴
っ
た
津
波
は
、
房
総
半
島
東
部
か
ら
高
知
に
至
る
沿
岸
地
帯
を
襲
い
、
伊
豆
半
島
、
志
摩
半
島
、
熊
野
灘
の
沿
岸
で
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、『
大
日
本
地
震
史
料
』（
震
災
予
防
調
査
会
、
一
九
〇
四
年
）
に
よ
る
と
、
こ
の
地
震
に
よ
る
被
災
地
域
全
体
の
被
害
は
、
倒
壊
・
流
失
家
屋
八
三
〇
〇
、
焼
失
家
屋
六
〇
〇
、
圧
死
三
〇
〇
、
流
死
三
〇
〇
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
数
字
は
戸
籍
上
で
の
判
明
者
に
と
ど
ま
り
、
下
男
下
女
、
旅
行
者
等
は
含
ん
で
お
ら
ず
、
地
震
の
規
模
に
比
べ
て
小
さ
過
ぎ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
実
際
に
潰
家
、
焼
失
家
は
三
〇
〇
〇
〇
軒
、
死
者
は
三
〇
〇
〇
人
と
す
る
説
も
あ
り
、
各
地
で
被
害
に
関
す
る
新
史
料
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
数
字
は
も
っ
と
多
く
な
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
津
波
の
状
況
と
激
震
下
の
静
岡
県
房
総
半
島
か
ら
土
佐
沖
ま
で
激
し
い
津
波
に
見
舞
わ
れ
、
波
高
は
甲
賀
で
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
鳥
羽
で
五
～
六
メ
ー
ト
ル
、
錦
浦
で
六
メ
ー
ト
ル
余
、
二
木
島
で
九
メ
ー
ト
ル
、
尾
鷲
で
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
駿
河
湾
西
側
や
遠
州
灘
で
は
引
き
潮
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
伊
豆
半
島
沿
岸
で
は
潮
が
引
く
こ
と
な
く
津
波
の
襲
来
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
昼
過
ぎ
ま
で
に
何
十
回
と
な
く
襲
来
し
、
大
き
な
波
は
三
回
打
寄
せ
、
そ
の
う
ち
第
二
波
が
最
大
で
あ
っ
た
。
志
摩
半
島
の
国
崎
で
は
津
波
特
異
点
と
な
り
、
「
常
福
寺
津
波
流
失
塔
」
の
碑
文
に
は
「
潮
の
高
さ
は
城
山
、
坂
森
山
を
打
ち
越
え
て
、
彦
間
に
て
七
丈
五
尺
（
二
二
・
七
メ
ー
ト
ル
）
に
達
し
た
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
小
笠
原
諸
島
で
も
津
波
襲
来
の
記
録
が
あ
り
、
父
島
奥
村
で
は
五
メ
ー
ト
ル
に
達
し
家
屋
が
流
失
し
、
大
村
で
も
三
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
太
平
洋
を
越
え
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
も
達
し
、
験
潮
場
に
お
い
て
一
フ
ィ
ー
ト
（
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
津
波
が
観
測
さ
れ
て
い
る
。
津
波
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
（
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
）
で
目
の
当
た
り
に
し
て
そ
の
怖
さ
を
実
感
し
て
い
る
が
、
安
政
東
海
地
震
に
お
い
て
も
、
そ
の
被
害
は
計
り
知
れ
な
い
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
。
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最
も
ひ
ど
い
被
害
を
受
け
た
の
は
、
三
島
か
ら
天
竜
川
に
至
る
静
岡
県
の
東
海
道
沿
い
の
地
域
で
あ
り
、
伊
豆
半
島
の
下
田
か
ら
新
居
ま
で
の
海
岸
が
津
波
に
襲
わ
れ
、
各
地
で
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
。
県
下
全
体
で
発
生
し
た
被
害
は
、
記
録
に
あ
る
も
の
を
合
計
し
た
だ
け
で
も
、
家
屋
の
全
壊
約
六
七
〇
〇
軒
、
焼
失
約
二
二
〇
〇
〇
軒
、
津
波
に
よ
る
流
失
約
一
八
〇
〇
軒
、
死
者
約
一
三
〇
〇
人
に
達
し
た
。
な
お
、
被
害
が
あ
っ
て
も
、
記
録
が
な
か
っ
た
り
、
数
字
が
定
か
で
な
い
市
町
村
も
い
く
つ
か
あ
る
の
で
、
実
際
の
被
害
家
屋
や
人
的
被
害
の
数
字
は
も
っ
と
大
き
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
集
落
と
し
て
は
、
東
海
道
沿
い
で
は
東
部
か
ら
三
島
（
全
壊
九
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
焼
失
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
依
田
橋
（
ほ
と
ん
ど
全
部
倒
壊
）
、
岩
淵
（
ほ
と
ん
ど
全
部
倒
壊
、
火
災
あ
り
）、
江
尻
（
全
壊
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
焼
失
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
）、
清
水
（
全
部
倒
壊
・
焼
失
）
、
掛
川
（
焼
失
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
全
壊
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
袋
井
（
全
部
焼
失
）
で
あ
り
、
そ
の
被
害
が
桁
違
い
な
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
清
水
と
袋
井
は
全
町
が
焼
失
す
る
と
い
う
、
文
字
通
り
全
滅
の
被
害
で
あ
っ
た
。
な
お
、
駿
府
で
も
府
中
宿
だ
け
を
取
り
出
し
て
み
る
と
、
全
家
屋
が
倒
壊
の
上
、
焼
失
し
て
い
る
。
津
波
に
よ
る
被
害
と
し
て
は
、
伊
豆
の
下
田
は
全
家
屋
の
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
が
流
失
、
沼
津
市
南
部
海
岸
の
田
尾
（
多
比
）
、
口
野
、
三
津
で
も
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
家
屋
が
流
失
し
て
お
り
、
倒
壊
に
よ
る
被
害
は
、
富
士
宮
市
の
精
進
川
（
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
清
水
市
の
不
二
見
（
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
静
岡
市
の
川
合
（
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
岡
部
町
の
内
谷
（
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
大
井
川
町
の
上
小
杉
（
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
榛
原
郡
の
榛
原
町
、
相
良
町
、
磐
田
郡
の
福
田
町
北
部
の
下
大
原
で
は
、
数
字
は
不
分
明
だ
が
ほ
と
ん
ど
の
家
屋
が
倒
壊
し
て
い
る
。
日
露
交
渉
史
北
方
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
脅
威
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
来
航
ま
で
の
日
露
関
係
に
つ
い
て
、
正
式
な
国
家
間
の
交
渉
史
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
が
北
海
道
に
来
航
し
、
和
親
と
通
商
を
求
め
た
。
老
中
松
平
定
信
は
国
法
書
を
与
え
、
国
交
が
な
い
外
国
船
は
捕
ら
え
る
か
、
無
二
念
打
払
う
の
が
祖
法
で
あ
る
と
断
言
し
、
こ
こ
に
鎖
国
祖
法
観
の
最
初
の
表
明
と
な
っ
た
。
な
お
、
定
信
は
通
商
条
約
の
締
結
を
ほ
の
め
か
し
て
、
ラ
ッ
ク
ス
マ
ン
に
長
崎
入
港
の
信
牌
（
許
可
証
）
を
付
与
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
、
レ
ザ
ノ
フ
は
そ
の
信
牌
を
持
参
し
長
崎
に
来
航
し
た
。
し
か
し
、
定
信
は
す
で
に
失
脚
し
、
そ
の
た
め
幕
府
は
外
交
能
力
を
喪
失
し
て
お
り
、
レ
ザ
ノ
フ
は
無
為
に
半
年
間
放
置
さ
れ
、
そ
の
挙
句
に
通
商
条
約
の
拒
否
を
通
告
さ
れ
た
。
鎖
国
が
完
全
に
祖
法
化
さ
れ
た
瞬
間
で
あ
り
、
こ
の
段
階
で
国
是
と
し
て
の
「
鎖
国
」
の
完
成
だ
っ
た
。
レ
ザ
ノ
フ
の
部
下
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
は
こ
の
処
置
に
憤
慨
し
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
、
独
断
で
樺
太
の
松
前
藩
番
所
を
、
翌
年
に
は
択
安政東海地震とプチャーチン
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捉
島
の
日
本
拠
点
を
襲
撃
し
た
（
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
事
件
、
ま
た
は
文
化
露
寇
）
。
日
露
戦
争
の
お
よ
そ
一
〇
〇
年
前
、
日
露
間
の
紛
争
の
嚆
矢
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
事
件
で
あ
る
。
な
お
、
本
件
は
幕
府
を
は
じ
め
世
間
に
広
く
被
害
が
実
際
よ
り
も
過
大
に
喧
伝
さ
れ
、
幕
府
は
朝
廷
に
そ
の
経
緯
を
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
外
交
問
題
を
奏
聞
す
る
と
い
う
前
例
と
な
っ
た
、
重
要
な
事
件
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
は
幕
府
も
ロ
シ
ア
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
艦
長
の
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
を
抑
留
す
る
報
復
に
出
た
（
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
事
件
）
。
ロ
シ
ア
側
も
高
田
屋
嘉
兵
衛
を
捕
虜
と
し
、
両
者
の
交
換
と
い
う
形
で
事
件
は
解
決
し
た
が
、
日
露
関
係
は
一
気
に
冷
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
日
露
和
親
条
約
の
締
結
日
露
交
渉
史
に
お
い
て
、
最
も
重
要
な
人
物
は
幕
末
の
ロ
シ
ア
の
海
軍
軍
人
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
（
一
八
〇
四
～
八
三
）
で
あ
る
。
彼
の
経
歴
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。
一
八
二
二
年
に
海
軍
士
官
学
校
を
卒
業
し
、
海
軍
少
尉
を
経
て
、
一
八
四
二
年
に
海
軍
少
将
と
な
り
、
一
八
四
八
年
に
は
ペ
ル
シ
ャ
と
の
国
境
を
画
定
し
た
。
一
八
五
二
年
、
海
軍
中
将
・
侍
従
武
官
長
の
身
分
で
第
三
回
遣
日
全
権
大
使
節
に
任
命
さ
れ
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
七
月
十
八
日
、
長
崎
に
初
め
て
来
航
し
、
そ
の
後
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
安
政
元
年
（
一
八
五
五
）
十
二
月
二
十
一
日
、
下
田
で
日
露
和
親
条
約
を
締
結
し
た
。
そ
の
功
績
に
よ
り
、
一
八
五
九
年
に
伯
爵
に
叙
さ
れ
、
海
軍
大
将
・
元
帥
に
栄
進
し
た
。
一
八
六
一
年
に
は
教
育
大
臣
（
国
民
啓
蒙
大
臣
）
に
任
命
さ
れ
、
任
期
間
に
大
学
を
中
心
と
す
る
学
生
運
動
、
革
命
運
動
を
弾
圧
し
た
。
ま
た
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
は
日
露
友
好
に
貢
献
し
た
功
績
に
よ
っ
て
、
日
本
政
府
か
ら
勲
一
等
旭
日
章
が
贈
ら
れ
、
一
八
八
三
年
に
八
十
歳
で
死
去
し
て
い
る
。
伯
爵
に
叙
せ
ら
れ
た
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
紋
章
を
新
た
に
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
紋
章
に
は
ロ
シ
ア
王
朝
の
双
頭
の
鷲
や
、
古
く
か
ら
の
紋
章
で
あ
っ
た
矢
の
尖
っ
た
先
端
の
つ
い
た
Ａ
の
字
が
描
か
れ
て
い
る
。
紋
章
の
左
側
に
は
、
使
節
の
旗
を
持
っ
た
下
士
官
が
盾
の
保
持
者
と
な
104
プチャーチンの紋章
り
、
右
側
に
は
、
刀
を
腰
に
差
し
、
鉄
砲
を
持
っ
た
日
本
の
武
士
が
同
じ
く
盾
の
保
持
者
と
な
っ
て
い
る
。
自
分
の
家
の
紋
章
に
ま
で
、
日
本
の
武
士
の
姿
を
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
日
本
に
対
す
る
想
い
の
深
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
締
結
し
た
日
露
和
親
条
約
に
つ
い
て
、
そ
の
経
緯
な
ど
を
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。
ペ
リ
ー
に
遅
れ
る
こ
と
一
カ
月
半
の
嘉
永
六
年
七
月
十
八
日
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
旗
艦
パ
ル
ラ
ダ
号
以
下
、
四
隻
の
艦
隊
を
率
い
て
長
崎
に
来
航
し
た
。
長
崎
奉
行
に
国
書
を
渡
し
、
江
戸
か
ら
幕
府
全
権
が
到
着
す
る
の
を
待
っ
た
が
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
参
戦
し
た
イ
ギ
リ
ス
軍
が
極
東
の
ロ
シ
ア
軍
を
攻
撃
す
る
た
め
艦
隊
を
差
し
向
け
た
と
い
う
情
報
を
得
た
。
よ
っ
て
、
十
一
月
二
十
三
日
、
不
測
の
事
態
を
回
避
す
る
た
め
、
長
崎
を
離
れ
一
旦
上
海
に
向
か
っ
た
。
十
二
月
五
日
（
一
八
五
四
年
一
月
三
日
）
、
再
び
長
崎
に
戻
り
、
幕
府
全
権
の
川
路
聖
謨
、
筒
井
政
憲
と
計
六
回
に
わ
た
り
会
談
を
し
、
嘉
永
七
年
一
月
八
日
、
一
定
の
成
果
を
得
た
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
マ
ニ
ラ
へ
向
か
い
船
の
修
理
や
補
給
を
行
な
っ
た
。
旗
艦
パ
ル
ラ
ダ
号
は
木
造
の
老
朽
艦
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
後
九
月
に
ロ
シ
ア
沿
海
州
の
イ
ン
ペ
ラ
ト
ー
ル
湾
に
お
い
て
、
本
国
か
ら
回
航
し
て
来
た
デ
ィ
ア
ナ
号
に
乗
り
換
え
た
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
と
の
戦
闘
に
備
え
る
た
め
に
旗
艦
以
外
の
三
隻
の
船
を
沿
海
州
に
残
し
、
十
月
二
十
一
日
に
デ
ィ
ア
ナ
号
単
艦
で
函
館
に
入
港
し
た
。
し
か
し
、
同
地
で
の
交
渉
を
拒
否
さ
れ
た
た
め
、
有
利
に
交
渉
を
運
ぶ
た
め
に
京
都
（
天
皇
）
に
近
い
大
阪
へ
向
か
い
、
翌
月
に
天
保
山
沖
に
到
着
し
た
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
よ
っ
て
、
大
阪
湾
が
無
防
備
で
あ
る
こ
と
が
帰
せ
ず
し
て
暴
露
さ
れ
て
し
ま
い
、
朝
廷
は
激
し
く
動
揺
を
来
し
た
。
し
か
し
、
大
阪
奉
行
か
ら
下
田
へ
回
航
す
る
よ
う
要
請
を
受
け
た
た
め
、
あ
く
ま
で
も
紳
士
的
な
対
応
を
心
が
け
て
い
た
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
下
田
に
入
港
し
た
。
一
方
で
、
報
告
を
受
け
た
幕
府
は
再
び
川
路
聖
謨
、
筒
井
政
憲
ら
を
下
田
へ
派
遣
し
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
と
の
交
渉
を
命
令
し
た
。
嘉
永
七
年
十
一
月
十
三
日
、
安
政
東
海
地
震
に
よ
っ
て
中
断
し
て
い
た
外
交
交
渉
が
再
開
さ
れ
、
五
回
の
会
談
の
結
果
、
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
十
二
月
二
十
一
日
、
日
露
和
親
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
千
島
列
島
に
お
け
る
日
本
と
ロ
シ
ア
と
の
国
境
を
択
捉
島
と
得
撫
島
の
間
と
し
、
樺
太
に
お
い
て
は
国
境
を
画
定
せ
ず
雑
居
地
と
す
る
こ
と
、
ロ
シ
ア
船
の
補
給
の
た
め
箱
館
・
下
田
・
長
崎
を
開
港
す
る
こ
と
、
ロ
シ
ア
領
事
を
日
本
に
駐
在
さ
せ
る
こ
と
、
裁
判
権
は
双
務
に
規
定
す
る
こ
と
、
片
務
的
な
最
恵
国
待
遇
を
ロ
シ
ア
に
認
め
る
こ
と
（
一
八
五
八
年
に
締
結
さ
れ
た
日
露
修
好
通
商
条
約
で
双
務
的
に
変
更
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
欧
米
諸
国
と
の
条
約
に
比
べ
て
、
き
わ
め
て
双
務
的
で
友
好
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
安政東海地震とプチャーチン
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デ
ィ
ア
ナ
号
の
遭
難
地
震
勃
発
時
の
デ
ィ
ア
ナ
号
は
下
田
湾
内
に
停
泊
し
て
い
た
が
、
大
波
の
う
ね
り
に
翻
弄
さ
れ
、
岩
礁
に
激
突
し
て
三
十
分
間
に
四
十
二
回
転
し
た
。
そ
の
日
は
「
朝
か
ら
素
晴
ら
し
い
天
気
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
こ
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
日
は
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
は
実
際
偉
大
な
日
で
あ
っ
た
。
条
約
に
つ
い
て
の
最
終
的
合
意
が
で
き
た
結
果
、
日
本
の
将
軍
へ
の
ロ
シ
ア
側
の
贈
り
物
を
、
日
本
全
権
員
の
役
人
に
渡
す
儀
式
が
時
に
予
定
さ
れ
て
い
た
」
記
念
す
べ
き
日
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
私
た
ち
が
お
茶
を
飲
み
始
め
た
朝
の
時
突
然
、
艦
全
体
が
激
し
く
揺
り
動
か
さ
れ
た
。
（
中
略
）
テ
ー
ブ
ル
が
揺
れ
、
ベ
ン
チ
や
椅
子
は
船
室
の
中
を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
転
げ
回
っ
た
」
（
デ
ィ
ア
ナ
号
付
き
の
マ
ホ
フ
司
祭
の
航
海
日
誌
『
日
本
渡
航
記
』
）
と
、
恐
ろ
し
い
事
態
に
状
況
は
一
変
す
る
。
ま
た
、
「
中
将
（
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
）
は
、
こ
れ
は
日
本
で
し
ば
し
ば
起
こ
り
、
大
な
り
小
な
り
の
結
果
を
も
た
ら
す
地
震
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
そ
れ
か
ら
地
震
の
間
に
中
断
さ
れ
て
い
た
水
兵
の
通
常
業
務
は
、
順
調
に
再
開
さ
れ
た
が
、
上
甲
板
か
ら
は
海
水
が
異
常
な
速
さ
で
海
岸
に
押
し
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
同
時
に
知
ら
さ
れ
た
。
更
に
波
は
水
か
さ
が
増
え
た
こ
と
に
満
足
し
た
か
の
よ
う
に
、
素
早
く
海
の
方
に
戻
っ
て
い
き
、
壊
さ
れ
た
家
や
人
間
ま
で
も
さ
ら
っ
て
行
っ
た
」（『
日
本
渡
航
記
』
）
と
の
惨
状
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
デ
ィ
ア
ナ
号
の
甲
板
で
は
大
砲
の
一
門
が
脱
落
し
て
、
乗
組
員
の
ソ
ボ
レ
フ
を
圧
死
さ
せ
、
数
人
を
負
傷
さ
せ
た
。
と
こ
ろ
で
、
地
震
直
後
の
ロ
シ
ア
人
の
対
応
で
あ
る
が
、
海
上
で
は
濁
流
と
と
も
に
家
屋
や
小
船
の
残
骸
が
艦
の
脇
を
流
れ
去
っ
て
行
き
、
こ
の
惨
状
の
中
、
ロ
シ
ア
人
は
三
人
の
日
本
人
を
救
っ
て
い
る
。
ま
た
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
津
波
が
お
さ
ま
る
と
、
医
師
を
引
率
し
て
上
陸
し
、
筒
井
と
川
路
を
訪
問
、
救
援
を
申
し
出
た
。
こ
れ
に
対
し
、
川
路
は
ロ
シ
ア
側
の
申
し
出
を
丁
重
に
断
り
な
が
ら
も
、
迅
速
な
配
慮
に
感
服
し
て
い
る
。
川
路
は
ロ
シ
ア
側
の
医
者
が
「
死
せ
ん
と
す
る
人
を
助
け
、
厚
く
療
治
の
上
、
按
摩
ま
で
す
る
」
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
た
り
、
治
療
を
受
け
た
日
本
人
が
「
泣
き
て
お
が
む
」
姿
に
驚
嘆
し
、
「
恐
る
べ
し
、
心
得
べ
き
事
也
」
と
日
記
に
書
い
て
い
る
。
長
崎
で
は
ロ
シ
ア
人
の
呼
び
方
を
「
魯
戎
」
と
し
て
い
た
が
、
地
震
以
後
た
び
た
び
「
魯
人
」
と
改
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
川
路
の
心
の
微
妙
な
変
化
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
デ
ィ
ア
ナ
号
の
損
傷
が
甚
大
で
あ
っ
た
た
め
、
下
田
か
ら
航
路
で
約
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
り
離
れ
た
、
伊
豆
西
海
岸
に
位
置
す
る
漁
村
・
戸
へ
田 だ
（
静
岡
県
田
方
郡
に
あ
っ
た
村
。
二
〇
〇
三
年
十
二
月
に
沼
津
市
と
合
併
協
議
会
を
設
置
。
二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
に
沼
津
市
と
合
併
し
歴
史
を
閉
じ
た
）
で
修
理
す
る
こ
と
を
懇
請
し
、
川
路
は
こ
れ
を
了
承
し
た
。
戸
田
は
三
方
を
険
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
、
急
深
で
波
静
か
な
港
で
、
長
く
突
き
出
し
た
岬
に
抱
き
込
ま
れ
、
外
海
か
ら
は
凝
視
し
な
い
か
ぎ
り
、
松
林
の
向
こ
う
に
港
が
あ
る
と
は
分
か
106
ら
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
船
を
修
理
し
た
り
、
敵
国
・
イ
ギ
リ
ス
の
目
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
も
最
適
な
場
所
で
あ
っ
た
。
な
お
、
川
路
ら
は
戸
田
と
い
う
地
名
す
ら
認
識
し
て
お
ら
ず
、
ロ
シ
ア
側
の
情
報
収
集
力
に
脱
帽
し
て
い
る
。
デ
ィ
ア
ナ
号
は
舵
や
副
竜
骨
を
損
傷
し
て
お
り
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
航
行
が
難
し
い
と
判
断
し
、
荷
を
軽
く
す
る
た
め
大
砲
を
陸
に
揚
げ
、
十
一
月
二
十
六
日
に
至
り
、
和
船
に
誘
導
さ
れ
て
下
田
を
出
航
し
、
駿
河
湾
に
入
港
し
た
。
翌
二
十
七
日
、
天
候
が
急
変
し
て
デ
ィ
ア
ナ
号
は
風
波
に
流
さ
れ
、
戸
田
対
岸
の
駿
河
国
宮
島
村
海
岸
沖
に
漂
着
し
た
た
め
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
乗
船
員
は
上
陸
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
艦
内
の
浸
水
は
激
し
く
、
強
い
風
波
が
重
な
り
危
険
な
状
態
に
な
っ
た
た
め
、
沿
岸
の
漁
船
団
に
よ
っ
て
、
無
人
の
デ
ィ
ア
ナ
号
を
戸
田
ま
で
曳
航
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
し
か
し
、
十
二
月
二
日
、
曳
航
を
始
め
た
矢
先
に
暴
風
雨
で
デ
ィ
ア
ナ
号
は
あ
っ
け
な
く
沈
没
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ロ
シ
ア
使
節
団
一
行
は
ロ
シ
ア
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
洋
式
船
ヘ
ダ
号
の
建
艦
こ
の
事
態
を
踏
ま
え
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
か
ら
代
船
建
造
の
願
い
出
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
幕
府
、
ひ
い
て
は
日
本
に
と
っ
て
、
西
洋
造
船
術
の
直
接
習
得
の
ま
た
と
な
い
絶
好
の
機
会
と
映
っ
た
。
攘
夷
を
主
張
し
て
い
た
水
戸
藩
の
徳
川
斉
昭
で
す
ら
、
藩
士
の
派
遣
を
検
討
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
申
請
に
対
し
、
幕
府
は
代
船
返
還
を
条
件
に
、
戸
田
で
の
造
船
、
必
要
な
材
料
提
供
、
熟
練
船
匠
の
参
加
を
決
定
し
た
。
こ
の
結
果
が
、
ど
れ
ほ
ど
そ
の
後
の
日
本
に
僥
倖
を
も
た
ら
し
た
か
は
後
述
し
た
い
。
戸
田
は
ド
ッ
ク
と
し
て
、
ま
た
隠
場
所
と
し
て
も
適
切
で
あ
っ
た
た
め
選
定
さ
れ
た
。
元
来
、
伊
豆
半
島
西
海
岸
は
断
崖
絶
壁
が
続
き
、
交
通
手
段
を
船
に
頼
る
た
め
和
船
建
造
が
盛
ん
で
あ
り
、
そ
の
技
術
が
十
分
に
根
づ
い
て
い
た
。
ま
た
、
沈
没
し
た
デ
ィ
ア
ナ
号
か
ら
陸
揚
げ
し
た
物
資
か
ら
「
ス
タ
ー
ナ
ー
・
オ
ー
プ
イ
ト
（
試
作
）
帆
船
の
建
造
」
と
い
う
論
文
と
製
図
が
掲
載
さ
れ
た
『
モ
ル
ス
コ
イ
・
ズ
ボ
ル
ニ
ク
』
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
は
最
大
の
幸
運
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
参
考
に
、
コ
ロ
コ
リ
ツ
ォ
フ
少
尉
ら
が
新
し
い
帆
船
の
設
計
図
を
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
帆
船
は
ス
タ
ー
ナ
ー
型
と
呼
ば
れ
、
そ
の
規
模
は
幅
七
メ
ー
ト
ル
、
全
長
二
二
メ
ー
ト
ル
、
約
八
〇
ト
ン
で
あ
り
、
造
船
場
は
戸
田
湾
の
中
で
広
大
な
面
積
を
持
つ
入
り
江
「
牛
ヶ
洞
」
が
選
定
さ
れ
た
。
川
路
の
配
下
の
中
村
為
弥
、
上
川
伝
一
郎
、
通
詞
の
森
山
栄
之
助
ら
が
戸
田
へ
遣
わ
さ
れ
て
「
造
船
取
締
役
」
に
任
命
さ
れ
、
伊
豆
の
世
襲
代
官
江
川
英
龍
と
そ
の
家
臣
団
が
、
現
場
で
の
管
理
と
物
資
の
調
達
等
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
「
造
船
御
用
掛
」
と
し
て
、
村
内
の
八
名
の
者
が
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
士
分
に
、「
造
船
世
話
掛
」（
船
大
工
）
と
し
て
七
名
の
船
大
工
が
取
り
立
て
ら
れ
た
。
そ
の
他
、
西
伊
豆
沿
岸
の
船
匠
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や
鍛
冶
職
人
も
動
員
さ
れ
、
造
船
作
業
の
た
め
に
動
員
さ
れ
た
船
匠
は
四
〇
名
、
人
夫
は
一
五
〇
名
に
上
る
。
設
計
と
起
工
か
ら
三
カ
月
余
り
で
二
本
マ
ス
ト
の
ス
タ
ー
ナ
ー
船
が
完
成
し
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
三
月
十
日
に
進
水
式
が
行
な
わ
れ
、
ロ
シ
ア
使
節
団
一
行
は
二
十
二
日
に
出
発
す
る
こ
と
が
叶
っ
た
。
な
お
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
代
船
を
建
造
地
に
ち
な
み
、
「
ヘ
ダ
」
号
と
命
名
し
て
い
る
。
安
政
三
年
（
一
八
六
五
）
十
月
十
一
日
、
日
露
和
親
条
約
の
批
准
書
交
換
の
た
め
、
ロ
シ
ア
使
節
団
が
下
田
に
来
航
し
た
と
き
、
優
美
な
装
飾
を
施
さ
れ
た
ヘ
ダ
号
が
曳
航
さ
れ
て
い
た
。
ヘ
ダ
号
の
返
還
と
と
も
に
、
下
田
に
陸
揚
げ
し
て
い
た
デ
ィ
ア
ナ
号
の
大
砲
五
二
門
を
幕
府
へ
贈
呈
し
た
。
デ
ィ
ア
ナ
号
の
遭
難
が
、
結
果
と
し
て
日
露
友
好
の
促
進
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
戸
田
の
村
人
と
ロ
シ
ア
人
の
交
流
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
村
人
は
、
石
や
乾
パ
ン
を
も
ら
っ
て
お
り
、
川
に
捨
て
た
「
オ
マ
ル
」
を
ロ
シ
ア
人
が
拾
い
、
食
物
入
れ
に
使
用
し
て
い
た
が
、
皆
黙
っ
て
い
た
と
の
微
笑
ま
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
る
。
ま
た
、
山
に
自
生
し
た
ナ
ペ
ワ
リ
（
毒
ウ
ツ
ギ
）
の
実
を
食
べ
て
中
毒
死
し
た
ロ
シ
ア
人
バ
ケ
ー
エ
フ
を
哀
れ
み
、
村
人
は
ナ
ペ
ワ
リ
の
こ
と
を
「
ワ
ー
シ
カ
殺
し
」
と
呼
び
、
す
べ
て
切
り
倒
し
た
事
実
は
、
そ
の
交
流
の
深
さ
を
物
語
る
。
ロ
シ
ア
人
は
「
日
本
コ
ッ
チ
ハ
魯
西
亜
ズ
ラ
ッ
セ
」
な
ど
と
挨
拶
し
て
、
片
言
の
日
本
語
を
話
し
て
お
り
、
傭
船
グ
レ
タ
号
の
日
誌
に
は
、
「
ロ
シ
ア
人
は
土
地
の
者
と
極
め
て
仲
良
く
暮
ら
し
、
至
る
所
に
彼
ら
が
出
入
し
て
い
る
」
と
の
記
載
も
あ
る
。
乗
組
員
は
す
っ
か
り
土
地
に
も
慣
れ
親
し
ん
で
、
自
由
に
行
動
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
日
本
海
軍
創
設
へ
の
貢
献
最
後
に
、
洋
式
船
ヘ
ダ
号
の
建
艦
が
そ
の
後
の
日
本
海
軍
創
設
に
い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
し
た
い
。
日
本
海
軍
の
創
設
者
と
も
い
わ
れ
る
勝
海
舟
は
、
そ
の
著
書
『
海
軍
歴
史
』
に
お
い
て
、
デ
ィ
ア
ナ
号
遭
難
と
ヘ
ダ
号
建
造
に
つ
い
て
「
此
魯
国
の
一
大
不
幸
や
我
が
幸
と
な
り
、
我
が
諸
工
艱
苦
を
経
た
り
と
雖
も
西
洋
造
船
の
諸
法
暗
に
是
を
実
地
に
得
た
る
も
の
多
し
と
す
（
中
略
）
我
邦
絶
え
て
無
き
処
、
是
を
一
時
に
備
ふ
。
豈
に
邦
家
の
幸
い
と
言
は
ざ
る
べ
け
ん
や
」
と
記
し
て
い
る
。
勝
は
本
件
を
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
の
大
不
幸
が
日
本
の
幸
運
と
な
り
、
造
船
技
術
を
実
地
で
習
得
で
き
る
機
会
を
得
た
と
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
日
本
に
そ
れ
が
一
気
に
備
わ
り
、
ま
さ
に
幸
運
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
と
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。
幕
府
は
そ
の
機
に
乗
じ
、
同
型
の
船
の
追
加
建
造
の
命
令
を
都
合
六
隻
も
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ヘ
ダ
号
が
堅
牢
で
あ
り
、
し
か
も
操
作
が
簡
単
な
優
秀
き
わ
ま
り
な
い
船
で
あ
る
と
の
判
断
に
基
づ
い
て
お
り
、
ロ
シ
ア
人
が
滞
在
中
、
吸
収
で
き
る
も
の
は
す
べ
て
吸
収
し
て
お
こ
う
と
の
計
算
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
こ
れ
ら
一
連
の
完
成
船
は
、
戸
田
が
君
沢
郡
に
属
し
て
い
た
こ
と
か
ら
「
君
沢
型
」
と
呼
ば
れ
、
幕
108
府
の
練
習
船
な
ど
に
使
用
さ
れ
、
明
治
時
代
後
半
ま
で
現
役
船
が
存
在
し
た
。
最
初
の
三
隻
こ
そ
途
中
ま
で
は
ロ
シ
ア
人
の
手
が
入
っ
た
が
、
後
は
す
べ
て
日
本
人
だ
け
の
手
で
建
造
さ
れ
、
ヘ
ダ
号
と
ほ
ぼ
同
じ
工
期
で
完
成
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
人
は
短
期
間
で
西
洋
の
技
術
を
完
全
に
習
得
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
君
沢
型
船
建
造
で
戸
田
の
船
大
工
た
ち
が
、
日
本
近
代
造
船
、
そ
の
先
の
海
軍
創
設
で
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
戸
田
か
ら
全
国
に
散
っ
て
造
船
に
従
事
し
た
船
匠
は
、
二
〇
〇
人
を
超
え
る
。
例
え
ば
、
横
須
賀
造
船
所
の
技
師
長
、
石
川
島
造
船
所
で
洋
式
船
建
造
に
従
事
し
た
者
、
大
阪
や
品
川
で
造
船
所
を
開
い
た
者
な
ど
、
各
々
が
造
船
、
海
運
業
で
活
躍
し
て
い
る
。
ヘ
ダ
号
、
そ
れ
に
続
く
君
沢
型
の
建
造
は
、
日
本
が
近
代
国
家
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
、
画
期
的
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
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